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＜広瀬川通信２月号＞                          ＮＰＯ法人広瀬川の清流を守る会 

 早くも立春。春が近づきましたね。如何お過ごしですか？ 

今年も、広瀬橋上流に白鳥が飛来し、今年は 10 羽を越えて逗留中です。昨年の家族に新たな家族が加わり、仲良く水

面を泳いでいます。しかし、今年はちょっと様子が異なり、白鳥に対する変化があるようです。ご周知の通り、渡り鳥の

飛来地として有名なラムサール条約登録湿地伊豆沼（宮城県北部仙北平野）で、鳥インフルエンザ感染予防のため、餌

付け規制の影響によって、今年は分散して越冬しています。因みに宮城県内では、感染発見がまだないとのことでした。

しかし、野鳥に罪はないのですが、人間とは勝手なものですね。(「今日の広瀬川」リンク先) 

1月 22日に、「名取川水系河川整備計画の意見を聴く会」http://www.thr.mlit.go.jp/sendai/hp/nahi/seibi-k.html 

が太白区中央市民センターで開催され、内田会員とともに参加しました。地域市民や NPO団体等大勢の方が真剣に計

画内容を聞き、内容について様々な質疑がありました。 

概ね治水に関しては、国交省と県が安全を図った管理者としての具体的計画が読み取れますが、仙台市が関係する

利水と環境については、主体となる市の整備計画に対する参加が明確でなく、具体的な計画を欠き、バランスの取れた

川づくりの実現が懸念されます。それらを踏まえ当会から、関係行政や団体間の連携が欠かせないことを強調し、次代

に誇れる川づくりを要望しました。 

 

【報告】  1月１０日(土) 10:00～12:00  初歩き  

  ［コース］ 広瀬橋→宮沢橋→愛宕橋→瑞鳳殿→霊屋橋→米ヶ袋→五十集屋           

          広瀬川の自然、歴史を学びながら初歩きを楽しみました。            

     終了後に五十集屋で新年会を開催。各人が広瀬川に対する熱い思いなどを語

り、国交省仙台河川国道事務所調査第一課長斉藤氏からは、河川整備計画の

説明と意見募集について、お話がありました。 

     広瀬会員（青森市）から差し入れのお酒を飲みながら、美味しい正月料理を頂 

     きました。来年も、ぜひご参加を！ （参加者１０名） 

 
≪今後の予定 ２月・３月分≫ 

    ２月２４日(火) 19:00～21:00  例会（事務所）議題「２１年度事業計画 案他」 

     ３月１４日（土）10:00～12:00  広瀬橋地区清掃 （軍手、長靴、火バサミを持参・無い方には貸与） 

 

＜その他＞ 

２月１０日（火）10:00～ 市庁舎 「広瀬川創生プラン策定推進協議会」（市建設局） 

 

ＮＰＯ法人広 瀬 川 の清 流 を守 る会 

０２２－２４７－６５２２ ０２２－２９０－３２０５  info@hirosegawa.com   

URL www.hirosegawa.com   掲示板書き込み・メール・感想、質問、意見何でも歓迎です 

〒982-0011 仙台市太白区長町１丁目２－１６－２０１（昭和宅建内） 

 

【新会員紹介】 

日本振興（株）東北支店 営業課長 菊地隆氏 （総合建設コンサルタント） 

『広瀬川は、仙台のすばらしい財産だと思っています。私自身も土日はウォーキングで楽しんでいます。河川

や道路の施工管理業務を実施している当社としては、志を共有する会員の皆様と一緒に活動に励みたいと

思っています。今後ともよろしくお願い申し上げます。』 
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